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1．はじめに
令和6（2024）年1月1日16時10分に石川県能登地方
を震源とするマグニチュード7.6の地震が発生した。こ
の地震により気象庁の輪島観測点では1,632gal（三成分
合成）の加速度を観測し、石川県輪島市や志賀町では最
大震度7が観測された。石川県では、この地震の前震あ
るいは余震と考えられる地震が多数発生しており、
1月1日以降に最大震度5強以上を観測した地震は
7月1日時点で12回に及んだ。
これら一連の地震により石川県を中心として死者
281名、重傷者349名、軽症者977名、住家全壊8,429棟、
住家半壊21,370棟、住家一部損壊97,510棟もの甚大な
被害が発生した1）（消防庁公表値、7月1日時点）。また、
地震に伴い土砂災害も456件（石川県424件、新潟県

18件、富山県14件）が報告され、その土砂災害により
全壊95戸、半壊53戸、一部損壊55戸の人家被害が発生
した2）（国土交通省公表値、7月1日時点）。
当センターでは、能登半島地震に伴い国道249号沿い
で発生した地すべりのうち国直轄施工により緊急的な地
すべり対策工事を行う7箇所（うち４箇所は直轄災関、
３箇所は権限代行）について受託業務にて現地調査を実
施した（図-1，写真-1〜6）。本稿ではその内でも地すべ
り規模が大きい曽

そ
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地区について、現地状況を紹介
する。
・�調 査 日 時：�令和6年4月22日～ 24日、� �

5月14日～ 16日、5月23日～ 24日
・�調査対象地：�能登半島　国道249号沿いで発生した� �

地すべり7箇所

図-1　現地調査箇所の位置図（地理院地図に加筆）
（図中の丸数字は次頁の写真番号を示す）

能登半島地震の現場から

～国道249号沿いの地すべりにおける
� 現地状況速報～
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現 場 から

写真-1　輪島市大野町 写真-2　輪島市深見町

写真-5　珠洲市仁江町 写真-6　珠洲市清水町

写真-3　輪島市名舟町 写真-4　輪島市渋田町

2．曽々木地区における現地状況
曽々木地区は輪島市町野町曽々木に位置している。今
回ご紹介するのは、標高約250m付近を滑落崖頭部、標
高10m付近を地すべり末端とした長さ約300m、幅約
250mの地すべりで、地すべりブロックの末端には多数
の人家及び国道249号が位置している。曽々木地区では
斜面末端の道路より全景を確認すると、岩盤が露出して

いる箇所が確認された（写真-7）。それらはブロックの
頭部から斜面中腹付近にかけて、地震時に生じたもので
あると考えられる。地内においては流紋岩と考えられる
露頭が確認され、硬質であるものの亀裂が多く、崩れや
すい状況であった（写真-8）。
斜面上方から見てブロックの左側側部には流紋岩の岩

盤に亀裂が認められ、斜面上方と下方に進展する状況が

図-2　曽々木地区平面図（図中の矢印Ⓐ〜Ⓓは次頁の写真撮影方向を示す）
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確認された（写真-9）。頭部滑落崖の直下には表流水に
よる侵食痕（写真-10）及びパイピングホールと思われ
る穴が複数確認された。加えて、ブロックの背後には尾
根を横断する段差亀裂や陥没帯が複数認められる状況で
あった。今後の梅雨期や台風期において豪雨が発生する
際には、多量の雨水が地すべり地内に供給されることが
想定されることから、地すべり対策を行うことが急務で
ある。現在、調査ボーリングをはじめとする各種調査が
行われており、今後地すべり機構等がさらに明らかに
なっていくと考えられる。引き続き、砂防・地すべり技
術センターでは、地すべり対策検討を進めていきたいと
考えている。

3．おわりに
本稿では、能登半島の国道249号沿いで発生した地す
べりの現地状況について紹介した。今回の7地区につい

ては、国土交通省による直轄事業によりその地質や土質
等の調査が進められている。
実際に現地へ行くと、未だ破損・倒壊している家屋も

多数残存しており、災害の生々しい痕跡が残っていた。
また、道路や水道といったインフラが復旧していない地
区も多くあり、現地調査に入る際には金沢市内から車で
約3時間半から4時間程度要することに加え、調査箇所間
の移動ルートや使用できるトイレの確認などが必須とな
ることが大規模地震による現地調査の困難の1つである
と感じた。
能登半島地震では多くの尊い人命が失われたほか、原

稿作成段階において多くの方が未だ避難生活を強いられ
ている状況にあります。今回の地震で亡くなられた方の
ご冥福をお祈りし、被災地の早期の復興を祈念するとと
もに、支援に取り組んでまいります。
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写真-9　ブロック側部で確認された亀裂 Ⓒ

写真-10　滑落崖の直下で確認された侵食痕 Ⓓ

写真-8　地内で確認された岩盤 Ⓑ

写真-7　曽々木地区末端部からの全景 Ⓐ
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